
2. 適用上の注意
点眼時：容器の先端が目に触れないように注意するこ

と。眼周囲等に流出した液は拭きとること。

【臨床成績】

　ビタミンＢ2 欠乏又は代謝障害が関与すると推定される角膜
炎に対して本剤の有用性が認められている。1） 

【薬効薬理】

1. ウサギの角膜切片の組織呼吸に及ぼすビタミン B２の影響
を検討した結果、FAD は角膜の酸素消費能を増加させ組
織 呼 吸 を 亢 進 し た が リ ボ フ ラ ビ ン 及 び FMN（Flavin 
mononucleotide・リン酸リボフラビン）では、このような
作用が認められなかった。２, ３） 

2. ビタミン B２欠乏ウサギの角膜中のビタミン B２量は、FAD
の点眼により増加した。
また、ビタミン B２欠乏ウサギに出現したびまん性表層角
膜炎の症状は、FAD の点眼により改善が認められた。４）

【有効成分に関する理化学的知見】

一般名：フラビンアデニンジヌクレオチドナトリウム
　　　　（Flavin Adenine Dinucleotide Sodium）
化学名：Disodium adenosine 5'-［（2R, 3S, 4S）-5-（7, 8-dimethyl-

2, 4-dioxo-3, 4-dihydrobenzo［g］pteridin-10（2H）-yl）-2, 3,
4-trihydroxypentyl diphosphate］

分子式：C 2 7H 3 1N 9N a 2O 1 5P 2 
分子量：829.51
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補酵素型ビタミン B2 製剤

貯　　法：遮光、室温保存
使用期限：外箱に表示の使用期限内に使用すること。
注　　意：開封後 1 ヵ月経過した場合は、残液を使用しないこと。

日本標準商品分類番号
８７１３１９

承認番号 21700AMX00150
薬価収載 2006 年 6 月
販売開始 2006 年 6 月
再評価結果 1979 年 2 月

（フラビンアデニンジヌクレオチド点眼液）

【組成・性状】

成分・含量
（１mL中）

日本薬局方・フラビンアデニンジヌクレオチ
ドナトリウムをフラビンアデニンジヌクレオ
チド（FAD）として 0.5 ㎎

添加物

エデト酸ナトリウム水和物、ホウ酸、酢酸ナ
トリウム水和物、クロロブタノール、パラオ
キシ安息香酸メチル、パラオキシ安息香酸プ
ロピル、氷酢酸

性　状 無菌に製した黄色澄明な点眼液

pH 4.5 ～ 6.0

【効能・効果】

　下記疾患のうちビタミン B2 の欠乏又は代謝障害が関与
すると推定される場合

　角膜炎、眼瞼炎

【用法・用量】

　通常、1 回 1 ～ 2 滴を 1 日 3 ～ 6 回点眼する。
　なお、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】

1. 副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる
調査を実施していない。

頻度不明

過敏症注） 過敏症状

眼 刺激感

　注）投与を中止すること。

　＊

　＊
　＊

＊＊

＊＊



構造式：

性　状：フラビンアデニンジヌクレオチドナトリウムはだい
だい黄色～淡黄褐色の粉末で、においはないか、又
はわずかに特異なにおいがあり、味はわずかに苦い。
水に溶けやすく、メタノール、エタノール（95）、エ
チレングリコール又はジエチルエーテルにほとんど
溶けない。
フラビンアデニンジヌクレオチドナトリウムは吸湿
性であり、光によって分解する。

【包　装】

フラビタン点眼液 0.05％　点眼瓶入　　5mL × 10 本入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5mL × 50 本入
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【文献請求先・製品情報お問い合わせ先】

トーアエイヨー株式会社　信頼性保証部
〒 330‐0834　さいたま市大宮区天沼町 2 － 300

電話（048）648‐1070
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